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痩 身 機 能 を 付 記し た サウ ナ ウ ェ ア の 着 衣 効 果 につ い て の 実 験 的 検 討( 第2  報 ）

大 阪 教育 大　 奥 窪 朝 子　 ○ 今 村 律 子　 弘 瀬 典 子　 宮 井千 賀

【 目 的 】　 前 報卜 で は、 サウ ナ ス ー ツ（ 以T  S と 略 す 〉 の 着 衣 効 果 を 気*g  24 で 環 境 下 で 検

討 し、 Ｓ 着 用 時 と 非 着 用時 の 総 発 汗 量 に は 差 がな く.    s 着 用 時 に お け る有 効 発汗 量 は 非 着

用時 の そ れ よ り 少 な い こ と を 明 ら か にし た。 本 報 で は、 発汗 量 レ ベ ル の 異 な る 高 温 環 境 下

で の 着 衣 効 果 を 着 用 実 験 に よ っ て 検 討し た。

【 方 法 】　 被 験 者 は 健 康 な 女 子 学 生９ 名 で あ る。 供 試 服 は 前 報Ｏ と同 様、Ｓ（ビ ニ ル１００％ ）

綿（C   ，綿100 ％ ）及び ポ リ エ ステ ル（p  ，ド リiスりi  100 ％ ）の ニ ッ ト 上 下 で あ り、S 着 用 時：s  +

C   及 び Ｓ 十Ｐ、 Ｓ 非 着 用 時：C   及 び Ｐ、 の４ 着 衣 条 件 を 設 定 し た。　１ 人 １ 日 １ 回、 日 を変 え

て 着 衣 形 態 の 異 な る４ 実 験 を 行 っ た。 実 験 コ ー ス は,5 分 安 静 ＋10 分 運 動 ＋20 分 回 復 の 計35
分
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間 と し、 気 温30 で、 気 湿6  0 ％R  Hの 実 験 室 内 で 行 っ た。 実 験 前 後 の 体 重 及 び 衣 服 重 量 の 測
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ら、 総 発 汗 量、 有 効 及 び 無 効 発 汗 量 を 求 め た。 そ の 他 の 測 定 項 目 は、 皮 膚 温. 舌 下 温、
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衣 服 内 温 湿 度、 主 観 的 温 冷 感、 湿 潤 感、 快 適 感 な ど で あ る。

① Ｓ 着 用 時 の 総 発 汗 量 は非 着 用 時 よ り 有 意 に 多 かっ た か、 Ｓ 着 用時 の 無 効 発汗

用時 に 比 べ て 有 意 に 多 く、 有 効 発 汗 量 は 逆 に 有 意 に 少 な か っ た。 Ｓ 着 用 時 の 無 効

Ｓ 非 着 用時 に 比 べ て 多 い 所 見は、 前 報1 ）と 一 致 し た。 ②s 着 用 時 の 皮 膚 温 は 非 着

べ て 有 意 に 高 く、 心 拍 数 にお い ても 高 い 傾 向 が みら れ た。 ③s 着 用 時 の 衣 服内 気

は と も に、 非 着 用 時 に 比 ぺて 有 意 に 高 か っ た。 ④s 着 用時 に 湿 り 感 及 び 不 快 感Ik

の 率 は、 非 着 用 時 に 比 べ て 有 意 に 高 く、 上 記 所 見 と 整 合 し た。 な お,    s +c とs  +

発 汗 量 に は 有 意差 が みら れ な か っ た｡い 奥罹他;本学会第43回大会研究発表要旨集.p. 155(1991)

着 装 の 相 違 に よ る 衣 服 内 温 度 の 変 化
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化 に 応じ て 適 宜 衣 服 を 着 脱 する こ と に よ り、 常 に 体 温 を

生 理 機 能 の バ ラ ン ス を 図 っ てい る。 こ の 様 に衣 服 は 外 気

な っ て い る が、 衣 服 と そ の 着 装 の 相 違 に よ っ て 保 温 性 お

ずで あ る。 そ こ で 衣 服 の 重 ね 着 方 法 の 相 違 が 衣 服 内 漫 度

い て、 衣 服 地 の 乾 湿 な ど を 考 慮 の 上 検 討 を 試 み た。
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法 ］　 実 験 試 料 は日 常 一 般 に 用 い ら れ て い る 着 装 方 法 を 考 慮 し、 綿 と 毛 の 素 材を 中

定し た。 試 料 とし て の 衣 服 地 の 組 み 合 わ せ方 を 種 々 変 化 さ せ、 特 に 最 内 層 お よび 最

試 料 に 着 目 し た。 さら に 乾 湿 な ど に よ る 試 料 間 の 衣 服 内 岨 度 の 影 響 を 比 較 検 討 し た。

実 験 に 用 い た 実 験 装 置 は、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 実験 とし て 熟 板 温 度を3    6   "Cに コ ント

し、 上 部 か ら 送 風 用フ ァ ン に よ っ て 一 定 風 速 を 与 え る 構 造 の 保 温 測 定 装 置 を 使 用し

た シミ ュ レ ー ショ ン 実 験 に 用 い た同 一 試 料 に よ り 人 体 実 験 を 試 み 検 討 を 行 っ た。
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重 ね方 の 相 違 が、 衣 服 内 漫 度 に及 ぼ す 影 響 が 明 確 に 把 握 さ れ た。

が 大 き く な る と 漫 度 低 下 は 大 と な る。 通 気 性 の 悪 い も の を 最 外 層 に

く な る。

を 最 内 層 に す る こ と に よ る 衣 服 内 温 度 を 比 較 する と、 綿 の 衣 服 内 漫

低 温 を 示 すこ と が 認 め ら れ た。


